
「留学生就職促進プログラム」 選定取組

大学名：横浜国立大学 「横浜国立大学・横浜市立大学連携留学生就職サポートプログラム in YOKOHAMA・KANAGAWA」

期間：平成29年度～平成33年度（5か年）
目標：日本企業への就職率：現状の30％ → 50％

事業開始2年間で横浜国立大学・横浜市立大学、横浜市、経済団体、国際交流団体等が連携し、横浜市の企業を中心としたイン
ターンシップ、関連諸機関が連携したキャリア教育、日本語教育プログラムを「横浜モデル」として確立し、市内他大学（横浜市内大学・
都市パートナーシップ協議会）へ対象範囲を広げます。同時に、神奈川県域の大学、自治体、経済団体が参加する「かながわ留学生
就職支援コンソーシアム」と連携し、3年目以降はさらなる検証、改良を加え、順次県域に拡張するという現実的かつ有効なモデルです。


